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論文内容の要旨
【緒言・目的】
　睡眠・覚醒相後退障害（delayed sleep-wake phase disorder;DSWPD）は、睡眠障害国際
分類第3版（International classification of sleep disorders-third edition;ICSD-3）において
「患者が自身の自由なスケジュールを選ぶことが許された時には、彼らの睡眠の質及び持続
期間は年齢相応に改善する」ことが明記されているものの、臨床では「睡眠相が後退した状
態では睡眠時間が延長する」例をしばしば経験する。DSWPD患者の睡眠に関する先行研究
はPSGを用いた検査室における検討が主であり、かつ一定した見解は得られていない。そ
こで今回我々は、DSWPD患者の治療経過における睡眠日誌を後方視的に調査し、縦断的
な位相後退の程度と睡眠時間の変化の関係を検討した。
【対象】
　2015年4月～2016年3月の間に藤田保健衛生大学病院精神科睡眠外来に通院中のDSWPD
患者19名（平均年齢24.8±8.9歳，男性13名，女性6名）を解析対象とした。
【方法】
　睡眠日誌より週単位平均の主睡眠の位相長と総睡眠時間を同定し、その分布とSeverity 
Level Criteria for DSPSによる寛解・非寛解の別との関係を、対象群全体及び症例毎に、
Wilcoxon符号付順位和検定あるいはMann-WhitneyのU検定を用いて検討した。また、主
睡眠の位相長について年齢相応の睡眠時間±1時間の範囲外となった週、及び総睡眠時間に
ついて長時間睡眠者の目安とされる10時間以上となった週の出現割合を症例毎に求めた。
睡眠時間に影響を与える可能性のある要因（併存精神疾患，併存睡眠障害，薬剤，社会適応
状況など）について、症例毎に影響の有無を検討した。統計解析にはJMP8.0を用い、有意
水準はP<0.05とした。本研究は、藤田保健衛生大学疫学・臨床研究倫理委員会の承認を受
け、患者（患者が未成年の場合，患者ならびに保護者1名）に書面による説明・同意を得て
行った。
【結果】
　対象群全体で、非寛解時期の方が寛解時期に比べ睡眠時間が長い傾向がみられたが、統
計学的な有意差は認めなかった。いずれの症例においても睡眠時間は経過中著しいばらつ
き（変動）が認められた。主睡眠の位相長は14名で年齢相応+1時間を超える週が、13名で年
齢相応-1時間を下回る週が認められた。総睡眠時間は7名で10時間を超える週が認められた。
薬剤や社会適応等の要因が直接睡眠時間に影響することが記録期間中観察されたのは一部
の例に留まった。
【考察・結語】
　寛解時期と非寛解時期の間の明確な差は認められなかったが、両時期を含めて個体内で
睡眠時間に著しい変動が認められた。なんらかの要因が睡眠時間に直接影響したことが観
察されたのは一部の例に留まり、睡眠時間の変動を生じる要因の一つはDSWPDそのもの
である可能性が示唆された。ただし、その他の要因が変動の幅を“増幅”していた可能性に
ついては否定ができない。種々の要因が重畳し得るDSWPDにおいて、診療経過中に幅広
い睡眠時間の変動が観察され得ると認識することは、実臨床において一定の意義を有する
と考えられる。今後、性・年齢を一致させた健常対照群を設けた前方視的研究や、症例数
を増やし要因を調整、あるいは要因をより厳密に統制した解析が必要である。また、
DSWPDの重症度をより正確に反映する標準化されたスケールの開発が求められる。
論文審査結果の要旨
　本研究では、DSWPDという疾患が、ただ睡眠相が後退する状態を示すだけではなく、睡
眠時間も延長するのではないかという仮説に対して後方視的に詳細な臨床調査を行ってい
る。従来、この領域の研究ではPSGを用いた検査室での検討が主であったのに対して、本
研究では新しい着眼点として患者の睡眠日誌を解析し、縦断的な位相後退の程度と睡眠時
間の変化の関係を検討した。結果としては統計学的な有意差は認めなかったがDSWPDで
の非寛解時期の方が寛解時期に比べ睡眠時間が長い傾向がみられた。また、主睡眠の位相
長や総睡眠時間が大幅に変動し、その中で総睡眠時間が7名で10時間を超える週があること
を発見した。DSWPD自体が睡眠時無呼吸症候群や他の精神疾患と重畳的に被りやすいた
め、他の併発している疾患やそれら精神疾患に用いた薬剤からの影響は否定できないが睡
眠時間の変動を生じる要因の一つがDSWPDである可能性は示唆しうる。また、DSWPDの
臨床実地においても診療経過中に睡眠時間の変動があっても、それ自体がDSWPDという
認識ができれば診断上非常に有用である。この研究結果を元に、さらに患者背景を統一し
た前方視的研究を行うことで本病態の解明や的確な治療法につながる重要な研究結果と思
われた。上記の審査内容から、本研究は当該領域における疾患概念を的確なものとし、今
後の臨床応用に多大の貢献をする可能性を認めることから、学位論文に値するものと判断
した。
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